
 

 

 

上島町学校適正配置基本計画 

 

～子どもの夢を育む学校の在り方について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年４月 

上島町教育委員会 

 



1 

 

Ⅰ 計画策定にあたって 

 

上島町教育委員会は、令和３年の第１期上島町学校の在り方検討委員会に

続き、令和７年３月16日付けで、第２期上島町学校の在り方検討委員会（以

下「第２期検討委員会」）を招集し、将来を担う子どもたちにとって望まし

い教育環境の整備について、協議を再開いたしました。 

第２期検討委員会では、上島町における学校の現状を踏まえて、学習方法

や学校活動等の在り方、諸問題等を協議しながら、統廃合を含めた学校の適

正配置について議論され、取りまとめられました。 

最終提言として、令和７年12月22日に、これからの上島町における望ま

しい学校の在り方について『上島町学校の在り方検討委員会提言書』が上

島町教育委員会へ提出されました。提言書には、上島町における学校適正

配置について、統合による適正規模の確保についての提言が示されていま

す。 

子どもたちが歩むこれからの時代は、急速に進化するテクノロジーやグロ

ーバル化に囲まれた社会で、生成ＡＩや自動化が進み、単純な作業は機械に

とって代わる一方で、批判的思考や情報リテラシーの力が不可欠となり、自

己管理能力が求められると言われています。さらに、地球規模での環境問題

や社会問題に向き合う中で、持続可能な社会を築くための意識も必要になり

ます。 

先行きの見えにくいこれからの時代を生き抜くためには、子どもたちが自

分で考え、他者と協力しながら課題解決に取り組む「協働学習」や「探究学

習」が重視されます。そのためには、子どもたちが相互に学び合いができる

学習環境や一定の集団での学習活動が必要不可欠となっています。その中で、

子どもたちは単に知識を学ぶだけでなく、自分らしく、そして社会と調和し

ながら生きる力を身に付けていくことが求められます。 

今回の学校適正配置基本計画の策定過程では、上島町の小中学校の現状と

して、各小中学校の今後の児童生徒数と学級編成、教職員配置数、学校施設

状況などを把握した上で、各学校の特色や良さを認めながら、小規模校のメ

リットとデメリットについても多様な観点から協議を重ねました。また、各

小中学校ＰＴＡ、各保育所保護者会等での情報収集や話合いを重ね、意見を

集約してきました。 

そうした中、将来を担う子どもたちが、夢を育み生き生きと学ぶために、

持続可能で、望ましい教育環境の整備と充実を目指して、本基本計画を策定

いたしました。 
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Ⅱ 具体的な学校適正配置基本計画の内容 

学校適正配置の基本計画及び実施年については、以下のとおりとする。 

 

１ 弓削小学校・生名小学校・岩城小学校 

令和10年度に、３校を１校に統合する。統合校として、弓削小学校の

施設を活用することとする。 

２ 弓削中学校・岩城中学校 

令和11年度に、２校を１校に統合する。統合校として、弓削中学校の

施設を活用することとする。 

３ 魚島小・中学校 

今後も、離島留学制度（さざなみ留学）を活用して、小中一貫型学校

として学校存続を図る。 

 

統合校の設置場所については、通学距離や時間への不安、地元（各島）の

学校への愛校心から、可能な限り残してほしいという意見もあったが、各施

設の耐用年数を考慮し、既存施設を最大限活用する。 

また、学校統合に当たっては、児童生徒の学習環境を最優先に考え、統合

による変化を最小限に抑えることとする。 

 なお、学校統合はやむを得ない選択である一方、地域の教育・文化の拠点

としての役割を維持するため、地域と学校が協働して児童生徒を育む体制を

更に強化する。 

 

Ⅲ 学校統合に係る教育委員会・学校等の今後の方策 

学校統合に係る今後の方策として、以下の調整を行う。なお、必要な協

議を行うため、統合準備委員会を設置する。 

 

１ 学校統合に向け、校名等、新学校の運営等に関する詳細について、

協議・調整する。 

 

２ 統合によって通学距離が延伸する児童生徒が生じるため、あらゆる

通学手段を検討し、通学時間を考慮した運行体制の充実が不可欠であ

る。小学校における課外活動や中学校における部活動後は、帰宅手段を

確保することを検討する。また、通学バスの安全な乗降場所の確保、通

学路の安全点検、登下校時の見守り、始業時間の検討、災害時の対応と

いったハード・ソフト両面の対策を講じる。 
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３ 統合校では少人数指導の利点を活かしつつ、教科指導や探究的学習、

部活動等を充実できる教育体制を構築する。また、中学校統合後は小中

連携を一層強化し、９年間を見通した教育課程編成を行う。 

 

４ 学校統合により教育・文化の拠点機能が縮小しないよう、ＰＴＡや学

校運営協議会等を通じて、地域と学校の結び付きを維持・強化し、地域

住民が引き続き児童生徒の成長を支える体制を確保する。 

 

 ５ 児童生徒の安全・安心を最優先に考え、身体的・精神的負担軽減の

ための対策を徹底する。また、災害時については、複数の事態を想定し

た具体的な対応計画を策定する。さらに、統合に伴う不安やストレス

に対応するため、相談体制をより一層充実し、一人一人が安心して学

校生活を送れる体制づくりを進める。 
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複式学級数は、統合をしなかった場合の合計数。 

魚島小･中学校については、さざなみ留学の募集状況により変動する。 
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魚島小 魚島中 弓削小 生名小 岩城小 弓削中 岩城中

延床面積 1857.07㎡ 709.00㎡ 4,777.05㎡ 3,648.78㎡ 2863.98㎡ 2,720.71㎡ 2,896.46㎡

建築年 S39.3 H5.3 S62.2 H4.3 S42.5 H16.8 H1.2

耐用年数 60年（47年） 60年（47年） 60年（47年） 60年（47年） 60年（47年） 60年（47年） 60年（47年）

更新年

R7(H22)
※H22.11 耐震
 補強工事完了

R35（R21） R29（R15） R34（R20） R10(H26)
※H23.1 耐震
補強工事完了

R47（R33） R31（R17）

966.97㎡ 748㎡ 440㎡ 町施設 町施設

9,907㎡ 2,330㎡ 7,220㎡ 6,624㎡ 6,939㎡

０室 ４室 ８室 ６室 ８室 ４室 ５室

図書室
算・数資料室
教科学習室
多目的教室２
（旧理科室）
技術室
音楽室
美術室
家庭科室

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室
多目的教室１
多目的ホール
児童生徒会室
理科室(準備室)

図工室(準備室)
音楽室(準備室)
家庭科室(準備室)
理科室(準備室)
ｷｯｽﾞｽﾃｰｼｮﾝ
英語教室・相談室
児童会室
図書室
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室
ｽﾀｼﾞｵ、放送室
児童会室
生活科室
ﾗﾝﾁﾙｰﾑ
会議室 資料室
ﾏﾙﾁ･ﾊﾟｰﾊﾟｽ1階
ﾏﾙﾁ･ﾊﾟｰﾊﾟｽ2階
ﾏﾙﾁ･ﾊﾟｰﾊﾟｽ3階

図工室(準備室)
音楽室
家庭科室
理科室
相談室
外国語室
児童会室
図書室
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室
放送室
会議室
資料室
多目的ﾎｰﾙ1階
多目的ﾎｰﾙ2階

図工室(準備室)
音楽室
調理室
家庭科室
理科室
外国語室
児童会室
図書室
パソコン室
放送室
多目的室
資料室

美術室(準備室)
音楽室
技術室
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室
図書室
被服室
調理室
理科室(準備室)
多目的室
放送室
相談室
教育相談室２
少人数教室
資料室
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ

美術室(準備室)
音楽室(準備室)
技術室(準備室)
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室(〃)
図書室
被服室(準備室)
調理室(準備室)
理科室(準備室)
多目的ホール
視聴覚室
教育相談室
会議室
生徒会室
礼法室
資料室

保健室
（旧職員室）
（旧校長室）

職員室
校長室

保健室
職員室
校長室

保健室
職員室
校長室

保健室
職員室
校長室

保健室
職員室
校長室

保健室
職員室
校長室

学校施設状況について（全て鉄筋コンクリート造）

447㎡

1,736㎡

＊平成15年３月31日：佐島小学校と弓削小学校が統合
＊平成20年４月３日：生名中学校と弓削中学校が統合

校
舎

屋内運動場
延床場面積

運動場面積

普通教室

特別教室等
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令和7年4月現在


